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～2 世紀のキリスト教弁証者～ 

 

＜人名事典などでの別表記：ユスティノス＞ 

 

 ジャスチンは 2世紀の古代キリスト教の弁証家の中で、最も優れ

た人物と言われています。 

 彼はパレスチナのフラウィア・ネアポリス（旧サマリア地方のシ

ケム）で、キリスト教ではない家庭に生まれます。そして、ストア

派・ペリパトス派・ピタゴラス派といったギリシア哲学を学んでい

き、最終的にプラトン派の立場をとります。 

 あるときに、海岸を歩いているジャスチンに一人の老人が話しか

けて来ました。老人はジャスチンに、哲学よりもすばらしい学問が

あることを告げます。それはキリスト教であり、聖書を読み、祈る

ことをすすめます。ジャスチンは老人の言葉を実行し、キリスト教

こそ「唯一の確実で有益な哲学」であることを悟り、彼が 30 歳ぐ

らいのときにキリスト教徒となります。 

 その後ジャスチンは、当時迫害されていたキリスト教を守るため

に、自分の学問を使うことを決心し、キリスト教哲学者としてエフ

ェソやローマで教えていきます。 

 彼はキリスト者に対する非難に対抗するため、さらに旧約聖書か

らキリストの神性を立証するために「第一、第二弁証論（護教論）」 

   

                  

                        「ユスティノス」 

 

 

 

 

を著します。またユダヤ教に対する弁証も書きあらわします。 

ジャスチンはその後、キリスト者であるという理由で、一人の女

性を含む六人の弟子と共に処刑されますが、その際「お前は天国に

行けると信じているのか」と問う裁判官に対してこう告げたと言わ

れています。 

「もし私があなたの言っているように苦しめられたら、キリスト

の掟を守る人の報いを受けることを希望します。そしてそれを疑い

ません。」 

彼はギリシア哲学を大切にしながら、ロゴスの概念を用いてキリ

スト教の真理を弁証しました。その考え方は以後のキリスト教にお

ける、キリスト教と哲学、信仰と理性の関係や、創造論やロゴスキ

リスト論などの教義の形成に大きな影響を及ぼしました。 

＜特祷＞ 

全能の神よ、あなたはみ力と恵みによって、聖なる殉教者ジャスチ

ンに苦難に勝ち、死に至るまで忠実である生涯を与えられました。

どうか恵みをもってわたしたちを強め、どのような迫害にも耐え、

主イエス・キリストのみ名を忠実に証することができますように、

主は父と聖霊とともに一体であって世々に生き支配しておられま

す。      アーメン 


